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論文内容要旨
 1. まえがき
 北.ヒ山地(面積約 U,553 ㎞2 ) に農耕文化が醇入されたのは8世紀以降のことに属し, それ以来, 平
 野部は開拓に伴 う耕地化が進み, ま π! 山間部は薪炭材お よぴ用材 の採取伐採とともに家畜放牧が行なわ
 れ, 当地の自然植生は逐次破壊され て, 次第に二次林および草地が広範に見られるようになった。 本研
 究では北 ■ヒ山地に残された嘩かの自然植生につ き, それらの主要な植生型を明らかにすると同時 に, そ
 れ らが人為干渉の結果生じた二次植生 について考究し rこ。 特に放牧・採草・火入れによって生じた草地
 植牛およびこれに類似の植生について, 人為干渉の形式や強度の変化に伴 う植生変遷の状態 を追究した。
 この研究は1955年以来行なわれたものであ り, 北 ■ヒ 山地以外の日本各地の草地植生についても調査研究
 を行ない, 北.ヒ山地の二次植生の性格を明らかにしょうとした。
 ∬. 北上山地の自然琿境
 北上山地の主体部 は準平原化 し, いたる所家畜放牧の適地とな り, 三陸地方の海岸段丘とともに古く
 から家畜の放牧や採草に利用されてきた。 海岸地帯の南半部および内陸低地帯の南端部は暖帯的気候を
 示すが, 北上山地の大半は温帯気候に支配されている。 隣接する奥羽 山地を始め日本の各地方に比べて,
 気温の年較差が大きいことおよび降雨が比較的少ないことは北上山地の気候 の一特徴 で, 植物相に及ぼ
 す影響が大きい。 土壌 は秩父古生層系の岩石を母材とするものが主であ り, 火山灰質土壌が広く 分布し,
 一部に花 南岩質および石灰岩質土壌が分布する。
 皿. 北上山地の植生に対する人間の干渉
 古記録によ り, 当地域における人間の活動の歴史を考証し, 伸せて人間が当地域 の植生に及ぼした影
 響を検討し ブこ。 それによると今より 1,200-1,300 年前か ら低地部の開墾と山ろく 部での薪炭材採取が始
 ま り, 以来, 年とともに耕作地は拡大さ札 伐木は山間部に及んでいった。 後には大規模な用材伐採が
 行なわれるにいた り, 北 ■ヒ山地の自然林 は破壊されてその跡に二次植生を見るようになつπ。 一方, 古
 くから馬産事業がおこり次いで和牛飼育が行なわれ, 林内放牧あるいは伐採跡地や山火事跡地での放牧,
 採草が盛んとな り, このような生物的干渉の結果, 草地植生が形成されるにいたった。 なお北と山地は
 古来, 山火事の多 発地域であるた め, それによる植生 の破壊・攪乱作用も軽視することはできない。
 郵. 北上山地の植生
 長期にわたる人為干渉の結果, 北上山地では自然植生はかなり少なく なっている。 現存する自然植生
 か ら推定する と, 次のような主要な自然植生型が挙げ られる:暖帯的地域あるいはこれと温帯域との接
 触地帯に当たる所にタブノキ林・モミ林, 温帯域低山帯にプナ林, 亜高山帯(標高 1,050-1,400 m)に
 アォモリト ドマ ッーコメッ ガ林・ヒノキ ァスナローコメッ ガ林, 高山帯にハイ マツ低木林および高山草
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 本一蟻低木植生。 その他 局部的に分布する地形的極相として暖帯的地域にクロマツ林, 低山帯にトチ
 ノキーサワグルミ林, 亜高山帯に山頂部低木そう林がある。 なお暖帯的地域から亜高山帯にわたって見
 られるアカマツ林, 低 山帯か ら亜 高山 帯の各所に見 られる ダケカ ンバ林(低海抜地ではシラカ ンバ林と
 なる) とササ原が地形的極相として挙げ られ る。
 低山帯に最も広く分布するコナラーク リ林 を始 め, シバ草地・ススキ草地などの草地植生はすべて二
 次植生であ り, 一定の人為作用あるいは家畜 を通しての人為干渉のもとで成立し, かっ維持されている
 植生である。
 V. 二次植生の成因
 北.ヒ 山地に.見 られる二次植生の代表的な型とし て・ コナラークリ林・アカマツ林・ダケカ ンバ林・ミ
 ズナラ林・シバ草地植生・ススキ草地植生・ハ ギ低 木そ う林およびササ原の8型があ る。 コナラークリ
 林 は30年内外の伐期をもって伐採が繰り返される森林 で, 薪炭林として経営され低海抜地に広く 分布す
 る。 アカマ ツ林 は伐採跡地その他開放環境 のもと で短期間に成林 しゃす く, 時に は用 材林 として適度の
 管理を受けることがある。 また, ダケカンバ林やミズナラ林などは, 林内放牧に供用され牧野林として
 維持されるこ とがある。 一方, シバ草地植生を始めこれに類する4植生型はすべて放牧 および採草に利
 用することと関連して成立するもので, シパ草地埴生は放牧地の, ススキ草地植生は採草地の植生をそ
 れぞれ代表する。 ハギ低木そ う林は山火事跡地 に火災発生 後間もなく形成されやすく, 飼料採取地とし
 て利用きれるが, 刈取りが長期にわたって繰り返される時はススキ草地植生に変化する。 またササを伴
 う森林 の皆伐跡地にはササ原が形成されるが, これはしばしば放牧に供されることがあ り, 放牧が長期
 にわた る時 はシバ草 地植生に 変化す る。
 W. シバ草地植生
 北 1二山地で は低地から亜高山帯に属する高海抜地( 標高 1,200 -1,300 m) にまでシバが 広く分布 し,
 放牧地植生 を代表す る。 この地域ではシバ草地 を海岸牧野と 山間 部牧野の2つ に分けることがで き, そ
 れぞれ植生構造が異な る。 シバ草地成立過程にはおもに次の4型 が認 め られる:
 1) 林内放牧に始ま り、 林床の疎開した混牧林型から, シバ草地となる。
 2) 森林皆伐跡に成立したススキ群落または低木林 の放牧利用か らシ バ草地とな る。
 3) 伐採跡地に成立した廿サ原の放牧利用によって, ササが減少してシバ草地となる。
 4) ス スキ採草地が放牧利用によって次第にシバ草地となる。
 またシバ草地 は適度の放牧利用によって一定 の放牧圧が加え られている時に, 始めてシバ草地として
 の植生が 維持されるもの で, このような干渉が停止あるいは減退 する と, 早晩遷移が始まり森林へと推
 移する。 シバ草地の同一調査地にっき10年以上にわたって継続的調査研究を行なった結果, 遷移の過程
 に次の4型があるのを確認した:
 1) シバ草地植生・一→ ススキ草地植生 一→ 低木林 → 森林
 2) シパ草地植生 → ササ原→ 森林
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 3) シバ草地植生 →アカマツ林
 4) シバ草地植生 → ダケカンバ林(低海抜地ではシラカンバ林) → ミズナラ林。
 粗. ススキ草地植生
 ススキ は河畔沖積地 ・傾斜地基脚部堆土上・火山地帯を始 め, 森林伐採跡・山火事跡・放棄畑地など
 各種の開放環境のもとでいち早く群落を形成する。 ススキ草地には採草地として利用されるものと, し
 からざるものとがあ り, 前者は刈取りや火入れなどの人為干渉のもとで植生が維持される。 このよ うな
 ススキ型採草地 は放任されると容易に森林 に遷移す る。 ススキ草地植生は多く の場合, ヤマハ ギそ の他
 木本性ハ ギ類が混生するのがふつうであ る。 これ は特に火入れ管理と密接な関係があ り, 刈取りのみで
 火入れが行なわれぬススキ型 採草地で は, ハギの混生が 少ないかあるい はほ とん ど皆無であ る。
 V皿. ハギ低木そう林
 北上山地にはエゾヤマハギ・ヤマハギ・マルバハギなどの木本性ハ ギ属植物が分布 し, しはしば山火
 事跡 の林地に群生して一時的にハ ギ低木そ う林を形成することがある。 これらのハ ギ種子は高温感受性
 が高く, 結実当初 は硬実率95%程度であ り, その後次第に硬実性 は解消し て, 5年後には硬実率 が15%
 内外とな 1), 発芽率は約75%に達する。 この種子を70C温水に1-5分間浸漬する と, 新鮮種子でもほ
 とんど完全に硬実性を失い, 100 %近い発芽率を示す。 他方, 山火事の際の地表温の上昇を実験的に測
 定した結果を総合する と, 上記ハギ種子の硬実性 を打破するに足る温度に達するこ とが明らかにされた。
 すなわ ち, 山火事跡地 に多数のハギ実生が一斉に成立しうるのは, このよう な, 山火事の際の地温 上昇
 がハギ種子の硬実性を破ることによ る。 しかも山火事跡の開放環境はハギの成長に好適するので, 早急
 にハ ギ低 木そ う林が形成されるものと認められた。
 ハギ低木そ う林 は放任されると森林 に遷移するが, 北上山地ではこれを飼料採取地として利用する所
 が少なくない。 ここでは刈取りと火入れとを適当に反復し, 周到な注意のもとに管理・利用される。 こ
 の場 合, ハギの刈取りを頻繁に繰 り返すとハギに代ってススキが優勢となり, やがてはススキ草地植生
 に変化する。
 駅. 総合考察 並びに結論
 本研究によ り, まず, 北上山地の二次植生は森林伐採・火入れ・刈取り・放牧などの人為作用によっ
 て天然林から変化 したものであ り, それら二次植生には二次林 と草地植生に属する各種の群 薄型 がある
 ことを認 めた。 特にシバ 草地植生・ススキ草地植生およびハ ギ低木そ う林 について は, 多く の調査地点
 を選びそれぞれ長期にわたる継続調査研究によっ て, 人為作用の変化に伴う植生推移の状態を明らかに
 した。 草地植生は人為作用のもとで維持される植生である。 また草地植生は人為作用の種類や強度が一
 定 の場 合は平衡状態を保つが, 人為作用が変化 すると容易に一つ の型 から他の型 に転化 する性質がある。
 このよ うな人為作用と草地との関係は北上山地 だけでな く, 広く 日本各地の草地植生にも当てはまるも
 のと思われ る。
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 論文審査結果の要旨
 本論文はおもに北上山地の二次植生, とくに草原とハギ低木林 の生態学的研究について述べられてい
 る。 北上山地には元来ブナ林, ミズナラ林などが原生林 として存在 し, それらが8世紀以降の人間の圧
 迫すなわち伐採, 火入れ, 草刈り, 放牧などによって, 多くの部分がシパ草原, ススキ草原およびハギ
 低木林などになったことを, 土地利用の歴史的資料および実地踏査の結果から証明した。
 シバ草原の成立には 1) 直接混牧林から, 2) 森林伐採跡の二次群落へ の放牧から, 3) 森林伐採跡
 に成立したササ原へ の放牧か ら, 4) ススキ採草地への放牧か ら, の4つの場合があることを確認しだ。
 また このよ うに して成立 した シバ草原は山 間部と海岸 部と で群 落組成に相違があることを群 落解析によ
 って証明し プこ。 このようなシバ草原 への人間 の圧迫がなく なるかあるいは弱まる とン ァカマッ林 や, ダ
 ケカンバ林 やシラカ ンバ林 を経てミズナ ラ林 に推移するこ とを長期 の野 外観 察によって確認してい る。
 ス スキ 草原は樹木が 混生 してい る場 合は容易に森林に変化 するが, 刈取りだけではハ ギの少いス スキ
 草原の状態が保たれ, 火入れが加わると少くとも一時的にはハ ギの多いススキ草原になることが分かっ
 た。
 本論文でもっとも興味あるのはハ ギ低 木林が成立する原因を解明したこ とであ る。 ハ ギ類 の種子は硬
 実性を示し, 自然状態では斉一な発芽が行われないが, これを70℃ の温 4くに数分浸漬することによって
 休眠が破られ, 100 %に近い発芽率を示すことを実験によって確かめた。
 一方枯草の燃焼実験によっ て, 火入れによって地表温度は短時間70℃ 内外に達することが分 り, 火入
 れによってハギの休眠種子が一斉に発芽することが証明された。
 本論文は北と山地において, 各種の人間 の圧迫 の有無が 草原およびハギ低木林の成立および遷移を支
 配することを客観 的に立証 し, 植物生態学 と貴重な貢献 をしたものであ り, 理学博士の学位論文として
 合格と認め る。
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